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修」用後、「法が修Jり !.Jiij よ リ人・さくな っ て いるが、 それは裏打ち
によ って 本紙が · J勺 (1 j化 した為 と 、 111 付廻 しよ り も 少し人 きめに
足 し 糸I ¥ i'°f l ) 分 を 出 したにめである 。
/) 本紙料糸Ii
経糸 ： 2 1111 60枚 2 ッ 人 新［糸： 211X1411 
（ ただし、むらがあるため、 均ーではなしヽ ）
よ装
修」:Ii!. Ij1 j 
a . 形式掛111闊 装
b. 表装裂地
総緑 ： ） 1地芸文綾
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· +一而観音の足部 に、 大 きく 強いか洲折れがあり 、 その折れ I  I の頂 、,,', ,: は、地lj 開作 を起 こ し て、 小 11 が
部浮き」こ．が っ た状態であ っ た 。 また 、 Hi'i き表具の下の部分では、 本紙料釦か ら 、絵の具）v:, の象lj
離が起 きており 、欠浴する 危険性があ っ た 。
・ 観介像肉身部はすべて、 ）'/い 令泥 と 災彩色によ って 喰 り込められてお り、周りの背梨に比べて ）ゞ
変 ｝．，｝ く、 4敬から 兄 ると 肉 易 部分が盛り I ·.が つ て い るような状態であった。
·111修卯の際に施された袖糾及び補彩は、 J I 汀府 に緻密なもので、 ）， ' ,'] り の絵に合わせ逃和感の熊< ,l!JI 
染んでい た。しかし、緑の部分の欠Hl箇所には、 緑の絵具、茶の部分には条の絵具、そして、 4贔




計測箇所番号 L* a* b* L* a* b* • E*(ab) 
4 補絹 33 85 077 9 49 32 73 1.66 10 31 1 65 
11 描表具の鳥 36 03 612 1514 3817 6.49 15 59 2 22 
14 描表具の地 29 51 -0 50 7 41 28 80 -1 22 6 25 1 54 
28 暗い空 26 95 1 02 4 31 25 31 0 36 2 21 2 75 
30 朝焼け、透けている部分 28 40 2 39 4 31 25 68 213 3 77 2.79 
46 頭部の化仏金 49 1 5 84 27 89 49 97 6 02 29 11 1 50 
49 手に持った蓮 朱 32 84 7 08 9 92 34 29 7 60 12 19 2 74 
51 後光 32 75 2 30 9 53 33 09 1 88 10 58 1 18 
5 7 額 53 67 5 28 30.80 52 80 5 38 29 85 1 29 
5 9 耳横のリボン 4413 4 60 2000 4440 4 32 19 08 1 00 
6 3 波 27 56 1 59 4 37 26 21 0.89 3 23 1 90 
6 9 頬 54 86 4 81 3016 52 99 4.57 28 86 2 29 
73 光背内 31 31 3 60 8 94 29 73 3.09 8 59 1 70 
83 衣服 55 51 5 09 31 32 54.36 5 42 31 56 1 22 
93 山 30 53 —2 00 3 50 29 54 —2 01 4 08 1 15 
9 7 手 55 84 4 89 31 89 55 29 5 00 31 85 0 56 
103 衣服 57 24 5 37 30 70 58 77 4 80 32 72 2 60 
113 薄絹のリボン 38 67 3 43 16 47 4014 3 48 19 55 3 41 
118 岩 29 74 3 20 8 47 28 25 2 87 6 70 2 34 
131 足 59 95 4 62 33 77 60 73 4 48 34 68 1 21 
133 山 30 23 —2 68 3 36 28 80 —2 59 4 38 1 76 
136 蓮緑の部分 37 02 -4 77 12 32 35 86 ー360 12 68 1 69 
1 39 蓮 桃色の部分 45 53 771 22 86 45 37 8 45 22 75 077 
140 薄絹のリボン 39 38 4 95 18 50 39 31 4 37 18 76 064 
156 童子の顔 41 83 6 84 20 97 41 81 7 40 19 37 1 70 
157 童子の衣服 35 96 6 66 13 85 33 90 6 96 13 03 2 24 
167 童子の衣服 39 88 8 1 16 66 37 71 775 14 64 2 99 




との判別 は人・変に H\I 難であ っ た 。 金泥の欠廿 l f'ill 分 にも 、令泥が）'/ <平 リ込めてあ っ た 。
• 修Jl j!_ 削では、れ側の村が、 ート側が木紙の "'側 に人り込むように付け廻 しされており、 平1 iでは無
か っ た 。 また、表具裂は杜．の許I I分が. 1 ·. 25cm あたりの 1ifrで 1il1j側 とも 1 カ 所づつ縦がれていた。
．軸 酋は i りれが付省·してしヽた 。
IV. 修理概要
1. 修判）鳩 , .
． 足部に強 い柚折れがあること 、 絵具の判腐rrかあ る こと、 111修 J.用での袖彩が緻密に行われて いてオ
リ ジナル部分との判別が困帷であること 、 表具裂の村：．が縦いであることが、今 1111 の修J~ i!.の ポイン
卜 であ っ た 。
． 仝1本的 に は掛かり も艮く 、大 きな損傷はないため、）lJL を打ち杯えず に修埋 を 行 う こ とも名えら れ
た。 しかし、 意図的 に行われて い る補彩を 除去 し 、 新たに補絹をして トーニ ングを行 う ことも 、
こ の修理で必要 と さ れていたため 、 ）lJL製紙か ら打ち替える、根本修理を行う こと と し た 。
修J'I I[ 怜Ix ;';· 67
·111修 J用は新しいもので、 屯(線劣化糾 を 川 い て Jlj!_ められていた。 細かいところまで緻密に Jlj !_ め
九ており、また、柿l もまだ新 ししヽために桜ィi"r-が固 く 、除L作業ば1真頂に 1 jｷ うことが求められた。
辿·,府の 111 補糾除 1~作業の楊合は、衣打ち 、 ）jJ し 災除l、•後に、水を部分的 に少 ： 代 り• えて、少しずつ除
;•して いく 。 オリ ジナルの糾 と 補糾 とに、 強）文や） '/ さに述いがあるために、補釦だけ除L し
いように水分を り.·えることができ 、 また 、 たいて い は、欠損 1研所より も 人 きく JI じめられているた
め、重な り部分のところ は、 補釦にだけ水 を りえ、 卜. に 屯なるオ リ ジナルには水が及ばな い 1-
にして 、作業を行 うことが出米る 。 しかし、今 ' "' の場合は、 川 いられている 糾が屯(-綜劣化糾で
ある。そ れは 、 オ リ ジナルと l~l様に脆く、欠損箇所の小 II に対して突き付けで」· lj [ め られていた。
よ っ て、除去の際の水分を りえる IIかに 、 補糾だけに水分 を り えようとしても、 ），','] り のオ リ ジ ナル
部分にまで水分が僅かに滲む。そ して、旧補絹の際の糊の接粁力かまだ弱っていないために、 4
口同士が離れない 。 補絹を除去 しようとすると、オリジナル部分まで動き ,~I:', してし まいかねなし
状態であ っ た。その よ うな状態がみられるのは、 tに糸HI く 小 さい欠出部分の補釦であ っ た 。 よ っ
て、細かく小さいところは、除去せずに、オリ ジナルの安令を第ーに考え除L作業を行 っ た 。
・ 新たな補絹には、 意図的な色を人れずに、 ト ーニ ングのみをおこなっ た。
・ 表具裂は時代裂であり趣もあ っ たが、 l主 に係I浪 ぎがあるため、 ,, i]~ 泊の ）'] ·地の立又綾を新晶lすること
とした 。
2 . 修理仕様
． 剥落の危険性が極めて高い拙i き表具 1,· r'°f l l 分 につ い ては、謬 を 注人し依I] 落 l上めを行う 。
・ 通常の写真撮影のほかに、 絵具ふ·,: (- の副微鮫' 'I具、本紙透過' 'I 真、 I}『；外与具を撮影する 。
・ 絵具の発色が修理前後で変わ ることが佃，「；いよう、チ ェッ ク する ため、分光机I]色叶にて修則 ,iii の色
を計祖I] する 。 計測結呆につしヽては担 , 1 'i'1\ に喉Ix竹 を
・ 採寸及びW1紛筈の調杏 を 1 jｷ い、視状 を 出鉢する 。
• 修JIJ!. 1ｷ. 科において使） 11 する 水 に絵具.J,: り が 1 r1i寸 え 得 るか、少 斌の水で絵具の変化 を 'l ,;. I j i j に 見 る 。
・ 柔らかく 訓 い刷t を使 っ て ド ラ イクリ ーニ ングをし、埃や的れを 除Lする 。
・ 絵具）,; ,) を l i'il ィr"i'- するため、 兎膠水溶液にて 地l j 落 止めを 1 jｷ う 。
・ p l11T(ij 仝休の煤けに対 し て 、少 ： 化の水辿 しを 1 i' し'·)某だし する 。
• 本紙の衣打ちを i jｷ し‘、,:も式 /l/L Iｷ. げ法によ っ て、少 ： 化の水で/l/L Iｷ. げをh う 。
·111袖絹、 II I 足 し糸I i は 、 打 1・ ヽ 1 ,, 宜 との 協議の I ·. で除 L:する 。 ただ し、 fjij 1 I I修 j用の 補 糸ll はまだ料）lが新し
＜ 按省 ）J が強か っ たため、除ムの際に本紙の ,,噌Ii を it~つ けて し まうような 部分については、 触 ‘
ずにそのまま残了 。
・ 新しく 天地J, :小に足し糸廿 を
が I隠れない和度に イ I : 立てら れ
．袖糾は本紙欠批祁 と Ii i ] じ 人
付けにな るように J刑める 。
• JlJ し災紙に は人平l j の 美誤紙 を 川 し
。 11w; は、 ~Wi き 表 具の筋が）「：れ均筑； になるようにする 。 ）く地 は本紙
ニうに足 ' 0
に 切り 出 して、 欠札樟I >繊維の小 1 1 に対 して補糾の繊糾小 11 が突 e
継がずに） lJ し 災打ちをする 。
・ JII J 1(1j がも っ とも 艮 く 兄 える 色の 必打紙を 選ぶため、 氾 ・ ク(: f染めの Iリ L 災川 ）こ誤髪 2 柾、批!;染めの
J1附必川 必栖紙 2 種を 川 ぷし、 そ れぞれ糾み合わせて 4 辿リ の色に よ っ て、部分的に仮裂打ちを行
。 その I ·. で担 ' 1 ,1 · ,',,· と 協議し、 蔽 も pl iJl(ij に適した色合いを決祉する 。




． 枇折れr:·:;'i所 には、 J{り裏打後に折れ伏せを人れて祉i強する 。 折れ伏せを人れるべき所が、非罰； に多
く、その際の水分によ る仲紛が木紙に彩摯限 を り える 可能1生があるため、 一炭、仮貼 り をし て カ
折れ伏せを人れることにする 。
. 1韻1 l trn分 は ト ーニングを 1 jｷ う 。
・中 災打後にも、 ）'/ み 曲］内各のため、観{',像部分の紙 を 薄 く 残し て 除ムする 。
・ 表 具裂は廿 1. ,,, 立 と 協議 して、新: ,加］ する 。
• ,1 軋 I (( は クリ ー ニ ングを し て元使いする 。
. )'、Vi金は弱 っ ていたため、 1l i 1il 首に合わせて訊品］する 。
． 糾、刺I本、八双、羽ご． 爪湘（犬紗を新調する 。
・桐人巻、 一 爪）令郎箱は Jじ使いする 。
• 修J11!_後の元成，＼内 について 111状 との比蚊が1 jｷ える '1./具撮影を 1 jｷ う 。
• 修JIJ!_ 後 に使川 した紙、釦、ム具裂、紐'\; のサ ンプル を似出する 。
·111表具裂は賽料 と し て 、）じ と Ii i ] じ衣具の形 に イ I : 立 てる。
'.). 修Jljl_ , ｷ_f',  
1 • 修」'I打·j, j に与真1蔽彩をした。
2 . すでに胃き I ~か っ てきている、絵の 具や料絹 を ）心急的 に糊 をさして 止めた 。
木紙の担似状況が一此できる 廿li幼地図 を作成 した 。
4 • ,ｷ, 柚 と l ·. ill11i を 取り外した。
5 . 本紙とム具裂とを外した。
6 . ' {)・：を 使 っ て、 木紙如(1 j に付 い て しヽ る 埃などを 除ム した 。
7 . 分光1![1 ] 色 ， nを 川 い て 、本紙の色 を ，汁測 した 。
8 . ~,lfi微餃 '.!..J.叫蔽彩 を 1 J ・ っ て絵具の状態 を ，記鉢 した 。
11 I (1 i に 湿 した紙 を‘片 てて、幻(1iから少 ：化の水分 を ）111 えて 、煤出 を 投汁 i っ た 。
10. 2 %の兎I]蓼水浴液にて絵の具の洛 ii ·. めを 2 炭行 っ た 。
1. 表具令休に、スプ レ 一を 川 いて少 ： 化の水 を Iii'(" 砂各し、 柚l を緩ま せて 111 総災紙、 111 中 災紙、 111 Ji•~1 公紙、
111 折れ川 イ犬せ紙を除l、• した 。
12. 介i洵苔 と レ 一ヨン紙 を 川 いて本紙の衣打をした。
13. 位武法に より叫(1i か ら第で少しずつ i晶し ながら 、 111 J L災紙 を 除上 した。
14. 111 袖釦 を 除去した。
15. 木紙欠拍箇所と同じ形に 切り抜いた屯 f線劣化糸il を 、ク(H1 f符iJ 所 に添付 した 。 また、）ゞ地/, ·: イ i に足し
絹 をした。
16. 災打ち紙の色を選択するため、仮の裏打ちを部分的に行い、最適な紙の色を選んだ。
17. 矢1.1 i 、糾染の美濃紙を川 いて、新柿l にて本紙の ）JJL災打ちをした。
18. 衣具裂を新訓し、糾染美涙紙にて HJL裏打ちをした。
19. 表打の レ一ヨン紙を除去した。





図57 修Jll!. 1i i J
Before lrcalrncnl 
23. 付廻し をして表具の ） 1多にした 。
24. 本紙と裂それぞれを、 文柏紙にて 古糊 を 川 いて q, 公打ち した 。
25. 矢車染宇陀紙にて古利l を Jll しヽ、総災打をした。
26. 仮貼りをして乾媒させた。




A flcr Li-ca Lrncn L 
28. 訓I酋は汚れを落として）じ使しヽし、 1! !庸木、八双、紐、屎は 祈』;';] して 1J Iｷ. げをした。
29. 羽二折包裂を新』，'i] し、）じの保イ渭'j に納人 した。
30. 修J.用後に与頂り位揺クを 1 jｷ っ た 。
修 Jlj!_ '/'lx ;1ｷ69 
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,,,  • 粘）l
材料
使川法
矢車染、媒染、 水洗い し、 糾で染めた。
)'/0 0811 
水： 新籾l = 3 : 7 札度11Opa.S 
PH 6 -7 
｝邸0 lmm 
柑渡22 lmpa.S Pfl 6 ~ 7 水悴 5 1 
経糸： 2 1 中 60枚 2 ツ人
綽糸 ： 2 1 叶 1 X 1 4 中
打ち込み ： 1 、 Jl1d 120 
直（綜照射：1:. : 2100kGy 
イ11i1j: ギi : 店）『 札）l= l . 1 
)'/0. 05mm 
粘炭30 5mpa.S PII 6 水杯 5 1 
矢 q1染、 媒染、水洗しヽした 。 厚007mm 
水 ： 新柿l = 2 : 5 粘皮16Opa.S 
)'/0 llmm 
粘度22 lmpa.S Pl 6 ~ 7 水粋 5 1可
)'/0 llmm 
斗1雌30 5mpa S Pil 6 水杯 5 1! 
)'/0 0711 
水 新糊＝ ］ 1 粘炭2lpa.S PH 6 ~ 7 
矢 I  ( 染、 水洸し 、 )'/0 131 
浙＼ ）文 3 1 Ompa S Pll 6 ~ 7 水杵 5 阿
使川法
蘇沙染、ク(:I I i染 媒染 水洗い
矢 1 IT 染 水洗し 、
修狸報竹 71 
． 使） ll 材料
材床：1 種り lj 製辿 ）じおよび
販必｝じ
紙 必涙紙 岐 1 '化県災涙
必栖紙 奈良↓1~1 i・ 開 f
廿:w匂紙 奈良限 I I ( 野
絹 絵絹 ;; (れI)
表具裂
糊 新糊 艮 I―11 1術業株式 700 g の小友粉澱粉糊を 2 リ ッ ト ルの水に裕かし、
（小麦粉 会社製 強火で20分間焚く 。一晩冷ましてから イ史川 する 。
澱粉）
古糊 1'1'. 家製 焚いた小必粉澱粉沫舗 を瓶に人れて盗をし、緑の I'やで
保イfする 。
'ji. 成 7 イ I '·物。
布海苔 陪't i 1 ,1 製 イ11i11i 苔 7 g を 水洗い して 」•：：虚抜 きし 、 700cc の 水 を）~II 
えて 、 介 j i11i苔が溶けるまで約15分 l /1d JJ1 1 熱する。その
後二 軍ガーゼでii叔過し て、冷却する。
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1 . 1li1h ,1: 発,!,l
卜沖111 に 11 (1.f、 11 5 1 イ 「秋の修埋銘を発見した。
2 • 111 1,111 絹の補彩
観 iり［保 の 肉身の金泥部分に施 された袖絹 には、 ）'/ く 令泥が祢り込め ら れていた。 除ムする 場合 に
は、オ リ ジ ナル部分 を 1蒻つ け る 恐れがあ る ため、除ムせすそのまま残した。 （図 59 ~ 6 LI )
本紙如(1i に ト・ , 1:: きの線 を 発兄 した 。 （図 65~ 68)
図 6 1 修 JI I~Ii; j 
























Aflcr mending. Previous 1cncli1g around 
Lhc fingcrlips was lcfl un しo u c h ed
Arter mending. Because lhere was a thick layer of gold 
painl in Lhe area around the wrisl Lhat was mended in 
the past, ilwas cliricult to remove, and thererore wa 
lefl unlouched 











J¥fter mending. Former mending job is lcfl 
around Lhc cheek area 
l-;<166 '.ｽ1(1i ,Ji; 外線' tj. 真
戴ve rse side, in rra reel pholo_gra ph 
図67 必 1 (1i 赤外紛訊f真．
Reverse side, in 「ra rc cl pholog-raph 
l:;<168 ~~1(1i ,Jド クト線 'lj'.真




状態 を記録するため、与：真撮彩を行 っ た。 （図69~76)
修 Jり !_ J 前 の 1)ド外線与真か ら 、光背内の透けている部分は、 山のような絵が枯＼かれていた。
水 'V-綜の 部分は、裏而の顕微銭与真から、絵具かほとんどの っ てい な いこ とがわか っ た 。
令 11り 11 は元イ史いとした。 （図78~ 82)
図69 ,)ド外紛均真．
Infrared pholograph 
図70 赤外紛切真。 頭部右側が、 1' 1 然光の中では透けて）し えて いた 。
Infrared photograph. ln natural light, the right side of the head had 
looked transparent 
図71 水平線部分。
顕微錢li位彩 を 1 j- っ たポイ ン 1 。
Horizon. A pholomicrograph was 
taken 
Sea. (PoinL2) l'holomicrographX25 magnification 
修Jli!_ やlx : 1;· 75
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図73 ,; り u、111r c ポ イ ン ト I ) 品）l徽鈍·,;真． 透過光 X 25
Morning glow (Poinll) Photomicrograph, lransmilcd 
li ghLX 2~ magni fi cati on 
nt fi ca Lt on 
76 
Dark sky. (J>oinU) J>holornicrograph. Lrnnsrnilccl lighl 




図 78 令具修J叶l. 1i 1j
Mela! 「 i し L i n gs, bdorc t rcc1L11cnl 
図80 令具 修理後にク リ ーニングした。






































































































































































































































似1 79~,t 具. (1各 J り !. 1 廿 i
Mct;il ri1 ings, bdlll℃ I real lCl( 
図 82 金具 修理後。 側而 と天の部分が」収り外せ る 村り辿だ っ た 。
内側か ら オ者紙で側 1111 と天を桜杓した。
Metal fitings, after treatment. They were made in such a way that 
the side and top parts could be removed. The sides and top were 
joined from the inside with lwzo paper 
I. 
図81 令具修」．り！．後
M cla I fi Llings, a flcr lrca lmcn l. 
修J'I I_ やIx ;'-;- 77 
図84 修理後
Before treatment. After trea lmcnl. 
図86 條 J''I!.後
/¥flcr lrcalmcnl 
|火 187 條J・間 1 廿 i 図88 修理後
Be 「o re lrcalmcnl /¥flcr treatment 
_J 
78 
図89 修理前 図90 修J[ll_ 111 の透過当双．
Before treatment During treatment, radiography 
修Jq!Jll; ' ;· 79
lkvcrsc sicle a 「 l t'I" rcmov;il of first lining. 
L__ 
80 
図93 JIJ L災除去後の製面 透過写真
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図94 補絹後の必面








































l~lcvcn-heaclecl l(annon (Ekaclasamukha) 
Conservation Report 
otaro Yamaguchi 
Yamaguchi Bokujindo, し Lei
I . Description and title of object 
1. Tile, number of objects Eleven-headed Kannan (Ekadasamukha), one harnrin 
Asian Art Museum of San Francisco 
Il. Period and location 
1. Period FY200 
2. Location Yamaguchi Bokujindo, LLd. 
5-8-5 Sakae-machi, Yaizu-shi, Shizuoka Prefeclur 
皿 . The structure of the cultural property 
1. Dimensions 
Height 155. 7 cm x 
width 46.8 cm 
Height 157.l cm X 
width 47.l cm 
2. Silk support of the painting 
The size of the scrol after trealment is larger Lhan befor 
treatmenl. This is because Lhe scrol was flalenecl oul 
during しhe lining process, and silk malerial was aclclccl. 
Warp threads: 21 denier, 60 pairs with we.fl Lhreads overlapping every lwo warp Lhrc21ds 
Weft lhreacls: 21 denier x 14 denier 
Thread clensi ty: 120 per 3. 03 cm 
(There are iregularites, and therefore itis nol even lhroughoul) 
. Mounting I 
Before treatment 
a. Format Hanging scrol 
b. Materials used for mountin 
Souberi (outer framing fabric surrounding the painting): Reddish-brown, cloud paLcrnccl 
twil weave fabric. 
Jikushu (knobs of bottom roler): Lotus patterned gold tips. 
Box: Single-layer storage box with a large paulownia roler clamp. 
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Before treatment: Dimensions of the mounting 
62.8 cm 
















◄ ..........  
67.7 cm 
After treatment 
a. Format Hanging scrol 


















22 3 cm 
`' 
68.0 cm 
Soube元 Reddish-brown , cloud palcrned Lwil weave fabric (newly made) 
］枷shぃ The original is reused. 
Metal fillings: Newly made Lo ma しch Lhe j｣ku:;hu. 
Wooden roler, cord: Newly mad 




Spectroscopic colorimeter, measurement results Comparison: ~E*(ab) 
Measured location number 
4 Area mended with silk 
I I Bird on the painted 
mounting 
14 Base of the painted 
mounting 
28 Dark sky 
30 Morning glow, 
transparent area 
46 Kebutsu (a smal 
Buddhist image attached to 
a larger image) on the head, 
49 Lotus held in hand 
51 Halo 
57 Forehead 
59 Ribbon next to the ear 
63 Waves 
69 Cheek 




I 03 Clothing 




136 Green part of the lotus 
139 Pink part of the lotus 
140 Thin silk ribbon 
156 Attendant's face 
157 Attendant's clothing 
167 Attendant's clothing 
Light source: C 2 ゜








49 I I 5.84 
32.84 7.08 
32 75 2.30 
53 67 5.28 
44.13 4.60 
27.56 I 59 
54 86 4 81 
31 31 3 60 
55.51 5.09 
30 53 -2 00 
55.84 4 89 
57.24 5.37 
38.67 3.43 
29.74 3 20 






35 96 6 66 
39 88 8 1 
Base color system: spectral reflectance 
(measures rate at which SCI-UV is cut) 
After treatment 
b* L* a* b* 
9 49 32.73 I 66 I 0.31 
15.14 38 17 6 49 15 59 
7.41 28 80 -I 22 6 25 
4 31 25.31 0.36 2 21 
4.31 25.68 2.13 3.77 
27.89 49.97 6.02 29 I 
9.92 34.29 7.60 12.19 
9.53 33.09 1.88 I 0.58 
30.80 52 80 5 38 29.85 
20 00 44 40 4 32 19.08 
4 37 26.21 0.89 3.23 
30 16 52.99 4 57 28 86 
8 94 29 73 3 09 8 59 
31.32 54.36 5.42 31.56 
3 50 29.54 -2 01 4 08 
31 89 55.29 5 00 31 85 
30.70 58.77 4.80 32.72 
16 47 40.14 3 48 19.55 
8 47 28.25 2 87 6.70 
33 77 60.73 4 48 34 68 
3 36 28.80 -2.59 4 38 
12 32 35.86 -3.60 12.68 
22 86 45 37 8 45 22 75 
18 50 39 31 4 37 18 76 
20 97 41.81 7.40 19 37 
13 85 33.90 6 96 13 03 






























IV. Condition of the painting before treatment 
There was a large horizontal crease at the fool of the Eleven-headed Kannon. The tip of the 
crease was cracked and partialy peeling. Also, in the bottom portion of the painted 
mounting, the paint was peeling away from the silk support of the painting and in danger 
of flaking off. 
The entire body of the Kannon was painted with a thick layer of gold paint and also by 
urazaishiki (paint applied from the reverse side). The paint for this area was significantly 
thicker compared to the surrounding background, so that from the side, the body portion 
could be seen bulging from the surface. 
The silk infils and the in-painting added during the past treatment were extremely precise, 
and blended naturally into the painting. However, areas that were missing were treated by 
intentionally painting over them (for example, chipped areas that were green were filed with 
green paint, while brown portions were painted with brown paint, and areas with lost lines wer 
fixed by adding thin lines), making it difficult to determine which part made up the origi na I 
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painting. Chipped areas of gold were also filed wilh a thick layer of gold paint. 
fore lrealmenl, lhe material on the righl side of the painling had been attached in such 
a way lhal lhe bolom porlion overlapped wilh lhc painling, making il uneven. Mor 
ide of lhe painling was found palchcd in one place al 
around 25 cm from Lhc lop 
- The roler knob 
N. Outline of treatment 
1. Treatment plan 
L 
This treatment focused on the major crease at the foot of the Kannon, the areas where painl 
was flaking of, the difficulty in deciphering which parts made up the original painling du 
to the precise nature of past treatment, and the patching done on the mounting material on 
either side of the painting. 
ｷOverall, the painting hung wel and did not have any major damages and lherefore could 
have been treated without changing the first layer of backing. However, for this treatment, 
the in-painting that had been added during a former lrealmenl also needed to be removed, 
as wel as some additional mending and loning. Therefore, il was decided that a thorough 
treatment would be carried oul lhal involved replacing lhe first linin 
nly, and iradiated silk was used for 
mendin 
!low only the silk used for 
was used and applied wilhoul overlapping. Therefore, even when waler was placed only on 
the parts added for mending, a smal amounl of waler would seep through to the original 
しhe adhesiveness of the glue used for mending had not yet 
paratecl. To atlernpt to remove the 
mended portion ran the risk of lakit 
found mainly in the mcndin 
protecting the original painting, and the removal operation was caried out without touchin 
those area 
・ Areas that required additional mending were toned and received no additional treatment. 
ｷ While the material used for mounting was antique and had a certain charm, because th 
n e i しhe r side o f しhe painting were patched, it was replaced with a new reddish-brown, 
86 
cloud patterned twil weave fabric similar to the original. 
2. Treatment specifications 
L 
・ App l y animal glue to the bottom portion of the painted mounting that is highly in danger o[ 
peeling off in order to stop the peeling. 
ｷIn addition to taking the standard photographs, also take photomicrographs o[ painl 
parlicles, radiographs of the main painting, and infrared photograph 
ｷ To ensure that the coloration of the paint before and after the treatment remains the sa m~, 
measure the colors before treatment using a spectroscopic colorimeter. Report the measureｭ
ment results to the director. 
ｷxamine the piece to determine its measurements and damaged areas, and record the 
find in 
? 、xam i ne changes in the quality of the pigment made by a smal amount of water before 
lrealment to determine whether the paint layer wil be able to tolerate the water used for 
lreatment. 
lean using a dry, sofl, thin brush to remove dusl and grim 
ｷ Treal and consolidate the paint layer wilh rabbit glue solution lo prevent peeling. 
ｷIn order to remove the soot that is found on the enlire surface, treal il with a small amount 
of water. 
・ App l y a temporary facing to the painting. Then, remove the first lining, using the dry 
removal method, with a smal amount of water 
ｷ Remove the silk infils from the previous lrealmenl, based on decisions made with the 
director. However, areas in which the paslc used in lhe previous treatment is stil new and 
strongly adhesive, and any attempt to remove il could damage lhc original silk painting 
udace, should be left untouched. 
・ Add new silk material to the top, bottom, le[t, and right edges of lhe painting. Make sure 
the widths of the painted mounting show evenly on Lhe lefl and righl sides. The top and 
boltom portions should be added withoul covering up the paintin 
ｷ Cut the infil silk to the same size as the parts mising in the painling. Fit the silk pieces into 
the missing parts of the painting so that the edges meet without overlap. 
ｷ Prepare a large-sized sheet of Mino paper wilhoul joints for the first lining, and apply itto 
the back. 
ｷIn order to select the best color for lining paper to make the surface of the painting look the 
most attractive, prepare two types of sumi and yasha-dyed Mino paper used for the lining, 
and two types of sumi-dyed Misu paper for the subsidiary lining. Temporarily apply th 
four types of paper to different portions of the back, and consult with the director lo decid 
on the color that best suits the painting. 
ｷ Since the gold paint used for the Kannon is extremely thick, inorder to adjust the thickn'"ｷ 
so that it balances out with the rest of the painting, the paper used for the subsidiary lirnng 
wil be removed, except for portions of the Kannon body, where a thin layer of paper [or Lh 
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ubsidiary lining wil be left 
・ J\ [Lc r alaching Lhe subsidiary lining, reinforce Lhe cracked areas by applying paper rein-
pr painting, the painting is first stretched before the paper reinfor, ,-
ment strips are added 
ｷTone the silk infil 
・ After the overall lining is added, again remove the paper, leaving a thin layer where Lh 
Kannon is located, in order to adjust the thickness. 
ｷSelect new mounting material upon consultation with the director. 
ｷClean and use the original roller knobs. 
ｷReplace the zagane pieces (metal washers) with new ones, based on severity of their condition. 
ｷUse a new cord, top and bottom rollers and habutae-silk wrapping. 
ｷUse the original paulownia roller and single-layer storage box. 
・ After treatment is completed, take pholographs so that comparisons may be made with th 
condition of the piece before treaLmenL. 
・ After treatment is completed, submiL samples o(paper, silk, mounting material, cord, et 
that were used. 
ｷThe old mounting material is pul back Logelher inlo Lhc original form to keep as referenc 
3. Treatment process 
1. Photographs were taken before Lrealmcnt. 
2. Paint and silk that was peeling back were temporarily reattached with pastゞ ・
3. A diagram thal mapped oul Lhe damaged area was created so that the condition of th 
painting could be dcLcrmincd al a glan 
4. Top and bottom rolers were removed from Lhe mounli1 
5. The painting was separated from Lhe mounting material 
6. Using a brush, dusl found on Lhc surface of Lhc painLing was removed. 
7. Using a spectroscopic colorimeler, Lhe colors on the painting were measured. 
8. The condition of the paint was recorded by Laking photomicrograph 
f paper placed on the front surface, and a smal amount 
10. A water solution with 2% rabbit glue was applied Lwice to prevent chipping of paint. 
1. A small amount of waler was sprayed onlo Lhe entire surface of the mounting in order t 
often the pasle, and Lhe former final backing, overal lining, subsidiary lining and reinforc.-ｭ
ment strips were removed. 
12. The temporary facing was applied Lo Lhe painLing using seaweed glue and rayon paper. 
13. The former firsL lining was removed by gradualy dampening Lhe back side with a brush using 
the "dry method." 




15. Irradiated silk was cut to the same size as the missing parts and applied to the painLing. Alsc 
ilk material was added to the top, bottom, left, and right edges. 
16. Papers to be used for the first layer of backing were partialy and temporarily allctchccl in 
〇rder to select the best possible color. 
17. The yasha and su叫—dyed Mino paper was attached with wheat starch paste as Lhc f I rsl 
lini n~· 
J 8. New mounting material was used and sumi-dyed Mino paper was attached as the firsl lining. 
19. The rayon paper used for the temporary facing of the painLing was removed. 
20. Subsidiary lining was attached to the painting and mounting using undyed Misu paper and 
aged wheat slarch past 
J. The subsidiary lining paper at the body of the Kannon was removed in order to balance oul 
22. Paper reinforcement strips were aclclecl to the horizontal cracks in the painting. 
23. Parts were assembled to create the mounting 
24. An overal lining was applied Lo しhe cnlire mounling wilh Misu paper and aged wheat 
Larch. 
25. Yasha-dyecl Uda paper was atached as Lhe final overal lining using aged wheat starch pasL・
26. The mounting was stretched and dried on lwribaガ ．
27. Toning was done in the infil a reacヽ
28. The original roler knobs were cleaned to be reused. N cw Lop and bottom rolers, cord, and 
metal fitings were added to complete the hanging scrol. 
9. New habutae-silk wrapping material was made and placed in Lhc original single-layer 
torage box. 










wheat starch paste 
Warp threads: 21 denier, 60 pairs wilh weft 
threads overlapping every two warp 
threads Weft threads 21 denier X 14 denier 
Density: 120 per 3. 03 cm 
Amount of electron iradiation: 2100 kし y
笠丑 p::二t starch I~ 正竺豆：五□i~~espH 6 
「―-
ouberz Fi rsl layer of 
( outer framing lining 
fabric surroundin 
the painting) 












Outer fabric surrounding 
the painting 









Aged wheat starch Viscosity: 30.5 rnPa.s pil 6 
paste Water changed 5 time 
Mino paper Thickness: 0.07 mm 
Wheat starch paste Water: wheat starch paste = 1:1 
Viscosity: 2.1 Pa.s 
pH 6-7 
Uda paper 
Method of use 
Dyed in purplish red, dyed with yasha, 
aked in dye mordant, rinsed in water. 
yed with yasha, rinsed in water 
I 
90 
Paint used for Sumi ink Nara 
repam.. ng 
Dye Yasha, purplish red Kyoto 
Dye Su加 ink Nara 
Roler Kyoto Diameter: 30 mm 
Loops Kyoto Newly made to match the roler 
Cord for Kyoto Combination of three colors. 
hangmg 
V. New discoveries, etc. 
1. An inscription on the roler 
An inscription was found on the bottom roler indicating that the scrol had undergone treatｭ
menl in lhe fal of 1976. 
2. Previous inpaintin 
In the si I k material that was used to mend the body area of the Iくannon painted in gold, a thick 
layer of additional gold paint had been applied. To attempt lo remove it ran the risk of 
: lamaging the original painting, and therefore the area was left untouched. (Images 59-64) 
Lines used to create a rough sketch were found on the reverse side of the painting. 
(Images 65-68) 
4. Transparent areas 
arts of the horizon and the halo looked sheer, as if the urazaishiki had been lost. 
Photographs were taken to keep a record of the condition. (Images 69-76) 
Infrared photography taken before treatment shows that an image resembling a mountain had 
been drawn in the area where the halo had faded. 
In the horizon area, a photomicrograph taken from Lh 
painL remained. 
只 The original gold roller knobs were reused. (Image 78-82) 
ide showed that almost no 
Translated by Amy Mccaleb (Urban Connections), edited by Yasuhiro Oka and Regina Belard. 
I · 1!1i観 ti' 像
作品解説
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束瓜文化財研究所•
i I ti 11 徹り.', :
本図は波涛打ち寄せる岩の上において緑色の踏み割り 蓮華座に立つ金色の一I ·一面観竹を耕iいた ものであ




り、頭上面、化仏、装身具（天冠台、胸飾の基部、竹釧、腕釧）、特物（斜!(柏）を月，［色の輪祁線で1丙 る 。 1'わ衣
部には網目文、卍繋ぎ文、麻の葉文、団花文筈 を似金で緻密に廿'i く 。 ィ ，. ~ 「 は Ii指 を l)l--J き 、 芋を前 に 1, ,1 け て
軽く垂下 し、 左手は肘を胴 して胸前で赤色延介'1・：の 牛 を 抑 した船1甘、 'i= を 執 る。 叫光 を金泥加の 1 り光とし、 ー I · ニ
条の光芭が放射状にともなう 。
足下の岩場には流れ込む滝水がうねり、水 しぶきを I ·. げており 、ノ], 1 (旧こは亦色の述弁を浮かべ立っ ,'i'i: r 
が十一面観音を見上げ合芋恭礼してい る。そ れ らの様 r- は多分 に 『 l柑厳舒』 人 i1、·界 ,'叶 に説かれるとこ ヌ
の、観音の住所である袖陀洛 I  I への 善財. ,W (-H性参晶訪の投揺クがあるようで、 沌水 を ともない、 樹木のl j -: い
茂る懸崖の表現は 「其の 1J Lj I 川 の巌谷の 中 を 兄 るに、凩流怒吸 し樹木オ峠鬱し、香 1\\文1次にして右に旋りて地
に布き 、 観 1 ' 1 在翌 Iぷ令は令 l!lijlj ' i<A i の I ·. にお い て 」 を ;J\ け た表J兄 と い えよう 。 加 えて 、 断）'\ :: に ，;忍め られる !'I い
小 さな花々を つ け る樹本や糾菜する杜1·本の 衣況には 、 r , · 1ド厳経探 i、: ,記 』 巻 I . J しや 『慧琳 1,庁義』 巻ドが観 i'\
の住所とされ る袖陀落山 には I  I 中 に 光 明のある樹化や香氣のある 小 !'I 化樹かあると 解属することの｝又映が
なされているようであ る 。
本図にみる破綻のない 4胄i互 力 は i,1,r家の技 ： 化の 間 さを がし、 その制作が鎌介 11 、'i=代 に遡 ることを 硯わせ,_
う。ただし、士波に金氾けをあらわすことや、 1 廿 11 1( i の ），’，―JIJH を 金線による ，ド繋ぎ文悶でも っ て緑」収り する­
と、あるいは、上下をオi111i衣装（図様は緑 1『地 に机’： け を父え、 （｝設 令で輪祁線 を 括 っ た蓮 ，'1'1; ),If· I 『'ー・ 文 に 一＿． ンl ンl の 飛、［り を
あしらう）とすることなど を 札）j 峯すると、 制作は I · !J し1111 :紀初叫あたり がウ えら i しそうである 。
L_ 
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Eleven-headed Kannon (Ekadasarnukha) 
Description of artwork 
TSUDA Tetsuei 
National Research Institute for Cultural Properties, Tokyo 
This painLing shows an eleven-headed Kannon depicted at the center in gold standing on two green 
loLus pcclesla Is,one for each foot, atop a rock with large waves beating against it. In the background 
is a cli((covered with moss, thick growths of trees here and there, flowers in bloom, and a waterfal 
LhaL cascades straight down in a thin line :from a gap in the clif. The overal tone o:f the piece is green 
w i しh a mixture of light blu 
Lhcr than the light blue hair and white waisLcloLh, the Kannon is painted in gold, with its body 
ouLlincd in light red, while the zujomen (overhead faces), l,eb囚渾 (tra n sformed Buddha image), ornaments 
(crown, main portion of the chest ornament, and upper and lower arm rings), and kunji (vase) held in the 
hand are outlined in black. On the clothing are elaborate patterns of mesh, manji (swastika), asa況0
-ha (repeating six-sided geometric design thaL resembles Lhe leaves of the hemp plant), and danka (floral 
paltern) made o:f cut gold leaf. The right hand is open and angles down slightly, with palm facing 
upward. The left arm is bent, and in the hand is a lmnji that holds a red lotus flower, held at the chest. 
There is a gold halo around the head with Lhirlecn rays radiating outward. 
-Waler Lhal streams clown from the waLcrfal undulalcs and splashes undcrfool. Red lotus petals 
(]oaL on the water and a bowing d9ji (child) stands among them with joining of the palms of his hands 
enc mosl likely refl cc しs the anecdoLe of the chapter 
N切7hold,aibon found in Kegon/iyo (the Garland Sutra), which is a talc o 「 Zenzai Do砂's visit to Fudaraliu 
(Pola!al~a), an island-mountain paradise inhabilcd by} <crnnon Bosalsu. Th ncry of the waterfal and 
clif covered with trees is probably taken from the passage, "Within the rocky valey to the west, there 
is water overflowing from a spring, dense growlh of Lrccs, fragrance o 「 fl owers in the air, and Kannan 
Bosatsu stayed atop a diamond seat." In addition, the painLing shows し recs above the clif with smal, 
mingly Laken from K egonkyo - ~ ⑪ genki, 
(volume 19) or Erin-Ongi (last volume), which describe Fudara加， the home of Kannon Bosatsu, as 
having gleaming trees and trees with fragrant white fl ower~· 
The ability to paint a scene with such unbroken strokes shows the artists high level of skils, the 
characteristic of which hints that the work was crealed as early as Lhe Iくarnakura period. I—Iowever, 
taking into consideration the golden gradation on the edge of the rocks, that the picture is framed with 
a band of manji patterns drawn in gold lines, and the use of painted mounting (a design of lotus blossom 
and arabesque patterns outlined with gold leaf, and two flying birds on a base color of rust green mixed wiLh 
light blue) at the top and bottom, the piece can be assumed to originate from around the beginning of 
the 14th century. 
Translated by Arny Mccaleb (Urban ConnccLions). 
